
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業の概要
平成１０年に建設された当該施設は築２２年経過しております。
現在、柱・梁材の一部が腐食しておりこのまま放置すれば、利用者へ被害がおよぶ恐れがあるた
め、既存建物を撤去し新たに設置します。

交付金事業実施場所 下北山村大字上池原

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 下北山村

総事業費
14,350,600

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、
維持補修ま又は維持運営
等措置

スポーツ公園センターハウスバーベキュー場改修工事

1

公共用施
設に係る
整備、
維持補修
ま又は維
持運営等
措置

スポーツ公園センターハ
ウスバーベキュー場改修
工事

下北山村 10,600,000 10,600,000



評価年度

事業期間の設定理由 単年度施工で実施できるため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位
改修を実施するこ
とで、施設利用者
の利便性・快適性
が確保されます

施設を改修するこ
とで、さらに利用
者数増加に努め
る。

成果実績 人 23,000

目標値 人 30,000

達成度 ％ 76.6%

令和２年度

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　改修を実施することで、施設の老朽化を防ぎまた景観の向上にもつながり、施
設利用者の利便性・快適性が確保され、また現段階での改修により将来的にかか
る費用を軽減できました。過去２年間のキャンプ場利用者数のデータでは、平成
30年度29,945人/年、令和元年度29,931人/年と横ばい傾向にあるため、キャンプ
場を向上することで、さらに利用者数増加に努めるつもりでしたが、新型コロナ
ウイルス感染拡大による施設利用者の減少により目標値を達成することが出来ま
せんでした。今回の事業で施設を向上することが出来たので、今後は感染拡大が
終息すれば、利用者も増加すると思われます。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

下北山村地方創生総合戦略(令和2年度～令和6年度）
　基本方向Ⅰ　交流人口の拡大
　　施策①　下北山スポーツ公園施設の再整備（利用可能人数の拡大）
【基本方向】
・今後も、地域おこし協力隊制度や民間活力も入れながら事業が持続可能な取組になるよう工夫します
・キャンプ場、公園施設、宿泊、温泉施設の利用者・イベント参加者、登山客の人数を毎年度5％増を目指します
（釣
　客除く）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度



交付金事業の担当課室 農林建設課

交付金事業の評価課室 農林建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

バーベキュー場改修 指名競争入札 (有)大進工業 14,350,600

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 10,600,000

うち文部科学省分

総事業費 14,350,600

うち経済産業省分 10,600,000

交付金事業の総事業
費等

令和２年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100%

令和　年度

センターハウスバーベ
キュー場の整備

活動実績 ㎡ 134.9

活動見込 ㎡ 134.9

交付金事業の成果目
標及び成果実績


